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岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・ケ
ア
学
会
会
報 

 
 
 

第
十
八
号  

 

平
成
二
十
九
年
二
月 

 

研
修
会
報
告
① 

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
講
座 

熊
本
地
震
と
救
急
医
療
に
つ
い
て 

平
成
二
十
八
年
九
月
十
七
日
（
土
）
開
催 

           

「
熊
本
地
震 

何
が
起
こ
り
、
何
を
行
っ
た
か 

―co
m

m
a

n
d

 a
n

d
 co

n
tro

l

の
必
要
性
―
」 

 
 

熊
本
市
民
病
院 

首
席
診
療
部
長
・
神
経
内
科
部
長 

橋
本 

洋
一
郎 

  

人
生
に
は
三
つ
の
坂
が
あ
る
、「
上
り
坂
」、「
下
り

坂
」
、
そ
し
て
「
ま
さ
か
」
で
あ
る
。
札
幌
で 

 
 

Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
２
０
１
６
開
催
中
の
四
月
十
四
日
二

十
一
時
二
十
六
分
前
震
（
震
源
の
深
さ
十
一
㎞
、
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
．
五
、
益
城
町
震
度
七
、
日
奈
久

断
層
帯
）
、
十
六
日
一
時
二
十
五
分
本
震
（
震
源
の
深

さ
十
二
㎞
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
．
三
、
西
原
村
と

益
城
町
で
震
度
七
、
日
田
川
断
層
帯
）
の
熊
本
地
震

は
、「
ま
さ
か
」
の
大
震
災
で
あ
っ
た
。 

 

阪
神
淡
路
大
震
災
、
中
越
地
震
、
東
日
本
大
震
災

な
ど
の
大
規
模
災
害
時
に
は
脳
卒
中
を
含
む
循
環
器

疾
患
（
脳
心
血
管
病
）
が
増
加
す
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。
発
災
直
後
に
は
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症

候
群
（
肺
塞
栓
症
）
で
急
死
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
お
り
、
熊
本
地
震
で
も
四
月
十
八
日
に
車
中
泊
の

五
十
一
歳
女
性
が
急
死
し
て
い
る
。
今
回
の
熊
本
地

震
に
お
い
て
四
月
十
九
日
よ
り
開
始
さ
れ
た
深
部
静

脈
血
栓
症(

Ｄ
Ｖ
Ｔ)

検
診
に
は
当
院
の
医
師
・
技

師
・
看
護
師
を
中
心
と
し
た
熊
本
の
メ
ン
バ
ー
が
受

け
皿
と
な
っ
て
、
日
本
循
環
器
学
会
が
支
援
の
窓
口

に
な
り
、
同
学
会
や
日
本
臨
床
衛
生
検
査
技
師
会
な

ど
か
ら
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア(

医
師
や
技
師)

の

方
々
に
参
加
し
て
貰
っ
た
。
日
本
静
脈
学
会
か
ら
は

技
術
的
支
援
や
弾
性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
の
手
配
な
ど
を

し
て
頂
い
た
。
四
月
二
十
一
日
に
県
庁
で
「
日
本
循

環
器
学
会
専
門
チ
ー
ム
『
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候

群
』
予
防
活
動
に
関
す
る
打
ち
合
わ
せ
」
が
開
催
さ

れ
熊
本
地
震
血
栓
塞
栓
症
予
防
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Kumamoto 
Earthquakes 

thrombosis 
and 

Embolism 
 Protection 

(KEEP) 
Projec

t

が
始

動
し
た
。
エ
コ
ー
機
器
や
弾
性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
の
窓

口
・
集
積
場
所
は
当
院
が
あ
た
り
、
熊
本
の
メ
ン
バ

ー
と
県
外
の
支
援
者
と
の
連
携
で
、
着
実
な
効
果
を

示
し
て
い
っ
た
。 

 

Ｖ
Ｔ
Ｅ
（
静
脈
血
栓
塞
栓
症
）
対
応
チ
ー
ム
は
必

要
に
応
じ
て
十
八
時
に
熊
本
県
庁
に
集
合
し
て
、
熊

本
県
、
熊
本
市
、
厚
生
労
働
省
な
ど
の
担
当
者
と
Ｖ

Ｔ
Ｅ
予
防
の
た
め
の
対
策
を
議
論
し
た
。
Ｄ
Ｖ
Ｔ
検

診
デ
ー
タ
の
解
析
や 

解
釈
、
Ｄ
Ｖ
Ｔ
検
診
の
意
義

や
役
割
、
弾
性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
の
適
応
・
禁
忌
・
必

要
数
・
獲
得
手
段
・
組
織
的
配
布
の
方
法
な
ど
、
多

く
の
課
題
を
短
期
間
に
解
決
し
て
い
っ
た
。
災
害
時

に
は

command 
and 

control(

指
揮
と
統
制)

の
中

で
の
医
療
支
援
の
必
要
性
を
実
感
し
た
。 

 

二
〇
一
四
年
版
災
害
時
循
環
器
疾
患
の
予
防
・
管

理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
ス
フ
ィ
ア
・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト 

人
道
憲
章
と
人
道
対
応
に
関
す
る
最
低
基

準
、
大
規
模
災
害
に
お
け
る
保
健
師
の
活
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
、
避
難
所
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
避
難
所
に
お

け
る
ト
イ
レ
確
保
・
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
こ
れ
ら

に
一
度
目
を
と
お
し
て
お
い
て
、
い
つ
災
害
に
見
舞

わ
れ
て
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
を
お

薦
め
す
る
。 
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「
熊
本
地
震
に
お
け
る
日
本
栄
養
士
会
災
害
支
援
チ
ー

ム
（
Ｊ
Ｄ
Ａ-

Ｄ
Ａ
Ｔ
）
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告
」 

岡
山
県
栄
養
士
会
理
事 

地
域
活
動
事
業
部
長 

 

Ｊ
Ｄ
Ａ-

Ｄ
Ａ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー 

細
川 

良
子  

 

四
月
十
四
日
と
四
月
十
六
日
に
起
こ
っ
た
熊
本
地

震
の
支
援
に
岡
山
県
栄
養
士
会
よ
り
Ｊ
Ｄ
Ａ-

Ｄ
Ａ
Ｔ

リ
ー
ダ
ー
が
二
人
一
組
と
な
っ
て
Ｇ
Ｗ
中
に
二
組
が

延
べ
七
日
間
入
っ
た
。 

こ
の
Ｊ
Ｄ
Ａ-

Ｄ
Ａ
Ｔ
と
は
大
規
模
自
然
災
害
等
の

発
生
時
に
被
災
地
で
栄
養
・
食
生
活
の
面
で
人
的
支

援
、
物
的
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
管
理
栄

養
士
・
栄
養
士
で
構
成
さ
れ
た
災
害
時
に
お
け
る
栄

養
支
援
チ
ー
ム
で
、
日
本
栄
養
士
会
で
育
成
研
修
を

受
け
た
研
修
修
了
者
が
登
録
し
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

活
動
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
活
動
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
被
災
都
道
府
県
の
栄
養
士
会
や
厚
生
労
働
省
な

ど
か
ら
要
請
を
受
け
、
発
災
後
七
十
二
時
間
以
内
に

支
援
に
向
け
て
組
織
で
活
動
開
始
す
る
。
対
象
者
は
、

子
ど
も
、
妊
産
婦
、
高
齢
者
、
慢
性
疾
患
患
者
な
ど

の
要
配
慮
者
が
中
心
。
現
在
、
全
国
で
リ
ー
ダ
ー
と 

ス
タ
ッ
フ
合
わ
せ
て
一
八
一
三
名
。
平
時
は
災
害
発

生
時
に
自
助
・
共
助
・
公
助
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
た

め
に
地
域
に
お
け
る
災
害
対
策
活
動
へ
協
力
や
ス
タ

ッ
フ
を
養
成
し
て
い
る
。 

 

今
回
の
私
た
ち
の
活
動
は
、
益
城
町
や
西
原
村
を

中
心
に
、
主
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
各
避
難
所
か
ら
上

が
っ
て
き
た
要
配
慮
者
へ
の
食
事
指
導
・
相
談 

（
図
１
）
や
物
資
の
提
供
（
図
２
）
を
し
、
地
元
の

栄
養
士
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
た
。 

 

Ｊ
Ｄ
Ａ-

Ｄ
Ａ
Ｔ
は
「
つ
な
ぐ
」
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。

災
害
時
に
お
い
て
専
門
外
の
こ
と
は
そ
の
専
門
家
へ
、

短
期
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
入
っ
た
私
た
ち
は
で
き
る

と
こ
ろ
ま
で
や
っ
て
、
あ
と
は
次
に
託
す
な
ど
、
ど

う
つ
な
ぐ
か
を
考
え
て
行
動
し
た
。 

被
災
地
で
「
災
害
時
は
三
十
点
で
Ｏ
Ｋ
！
」
と
そ

っ
と
書
か
れ
て
い
た
言
葉
に
は
っ
と
し
た
。
私
た
ち

は
熱
い
心
を
持
っ
て
臨
ん
だ
が
同
時
に
冷
え
た
頭
で

注
意
深
く
観
察
し
、
丁
寧
に
探
っ
て
行
動
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
実
感
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に

被
災
者
の
食
事
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
私
た
ち
支
援

者
が
食
事
を
き
ち
ん
と
食
べ
る
こ
と
も
安
定
し
た
支

援
を
す
る
土
台
に
な
っ
た
。
ま
さ
に
「
食
べ
る
こ
と

は
生
き
る
こ
と
」
。
「
平
時
に
で
き
な
い
こ
と
は
災
害

時
に
も
で
き
な
い
」
と
深
く
得
た
活
動
で
あ
っ
た
。 

研
修
会
報
告
② 

認
知
症
研
修
会 

～
在
宅
で
認
知
症
を
支
え
る
（
７
）
～ 

平
成
二
十
八
年
十
一
月
五
日
（
土
）
開
催 

 

「
地
域
包
括
ケ
ア
の
展
望
」 

 

岡
山
市
保
健
福
祉
局
副
局
長 

柴
田 

拓
己 

 

日
本
の
総
人
口
は
二
〇
一
〇
年
時
点
で
一
億
二
八

〇
六
万
人
だ
が
、
二
〇
六
〇
年
に
は
九
〇
〇
〇
万
人

を
割
り
込
み
、
生
産
年
齢
人
口
割
五
〇
．
九
％
、 

高
齢
化
率
三
九
．
九
％
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。 

国
の
社
会
保
障
制
度
は
社
会
保
険
方
式
を
採
っ
て
お

り
、
高
齢
者
医
療
・
介
護
給
付
増
に
伴
っ
て
負
担
増

は
公
費
に
集
中
し
、
将
来
世
代
に
負
担
を
先
送
り
し

て
い
る
。 

社
会
保
障
費
は
、
一
般
会
計
の
歳
出
で
一
九
九
〇

年
度
十
一
．
五
兆
円
（
十
六
．
六
％
）
か
ら 

 
 

二
〇
一
五
年
度
三
十
一
．
五
兆
円
（
三
十
二
．
一
％
）

に
上
り
、
国
の
一
般
歳
出
（
政
策
経
費
）
は
五
十

五
％
を
占
め
る
。
債
務
残
高
は
主
要
国
で
最
も
高
く

ギ
リ
シ
ャ
を
抜
い
て
い
る
。 

そ
こ
で
二
〇
二
五
年
、
二
〇
四
〇
年
を
見
据
え
、

限
ら
れ
た
医
療
・
介
護
資
源
を
有
効
活
用
し
、
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
た
め
、
地
域
医
療
構
想
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
い
っ
た
「
地
域

に
お
け
る
医
療
・
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
図
る
た

め
の
改
革
」
が
必
要
に
な
っ
た
。
保
険
者
で
あ
る
市

図１

図２
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町
村
が
地
域
の
主
体
性
や
特
性
に
基
づ
き
、
地
域
支

援
事
業
を
平
成
二
十
九
年
度
末
ま
で
に
移
行
す
る
。 

新
し
い
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
展
望
の
「
植

木
鉢
」
で
は
、
「
介
護
予
防
と
生
活
支
援
」
を
一
体
と

し
て
再
整
理
し
、
貧
困
や
社
会
的
孤
立
も
含
め
た

様
々
な
地
域
課
題
へ
の
対
応
と
し
て
「
保
健
・
福
祉
」

を
強
調
、
重
視
さ
れ
る
「
本
人
の
選
択
」
を
改
め
て

位
置
づ
け
た
。 

講
演
後
、
生
活
支
援
活
動
を
地
域
づ
く
り
の
視
点

か
ら
創
出
し
て
い
く
必
要
性
を
説
く
意
見
や
、
医
療

と
地
域
支
援
の
今
後
の
つ
な
が
り
を
示
唆
し
た
意
見

が
あ
っ
た
。 

 
 

（
文
責
：
研
修
委
員 

黒
住 
紀
子
） 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

「
こ
れ
か
ら
の
認
知
症
対
策 

～
発
症
予
防
か
ら
進
行
予
防
ま
で
～
」 

鳥
取
大
学
医
学
部
保
健
学
科
生
体
制
御
学
教
授 

浦
上 

克
哉 

  

認
知
症
の
物
忘
れ
は
、
内
容
の
一
部
で
は
な
く
、

全
部
を
忘
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
忘
れ
た
い
こ
と
を
忘

れ
る
の
で
は
な
く
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い
大
事
な
こ

と
を
忘
れ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
認

知
症
の
特
徴
に
は
、
①
最
近
の
こ
と
を
忘
れ
る
、 

②
発
症
時
期
が
不
明
、
③
症
状
が
ゆ
っ
く
り
進
行
す

る
、
④
運
動
障
害
が
な
い
、
な
ど
の
特
徴
が
あ
る
。 

疾
患
の
予
防
に
は
、
一
次
予
防
（
罹
患
の
予
防
）、

二
次
予
防
（
早
期
発
見
）、
三
次
予
防
（
進
行
の
予
防

が
あ
る
。
認
知
症
の
現
在
の
治
療
薬
に
は
四
種
類
あ

る
が
根
本
的
治
療
薬
と
は
い
え
な
い
。
根
本
的
治
療

薬
は
現
在
開
発
中
で
あ
る
。
治
療
に
つ
い
て
は
、 

発
症
し
た
人
へ
の
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
対
策
も
重
要
で
あ
る
が
、

最
も
重
要
な
こ
と
は
発
症
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。 

Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
段
階
で
の
進
行
阻
止
が
今
後
の
大
き
な
目

標
で
あ
り
、
介
護
費
用
削
減
に
繋
が
る
。 

地
域
で
の
認
知
症
対
策
は
、「
認
知
症
に
な
っ
て
も

安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
よ
り
も
「
認
知
症
予
防

の
で
き
る
町
づ
く
り
」
が
大
切
だ
。
私
は
、“
物
忘
れ

相
談
プ
ロ
グ
ラ
ム
”
を
開
発
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
陽
性
の
人
に
さ
ら
に
Ｔ
Ｄ
Ａ
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

行
っ
て
も
ら
い
、
陽
性
者
に
は
専
門
医
の
受
診
を
勧

め
て
い
る
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
認
知
症
は
嗅
覚
障
害

か
ら
始
ま
る
と
い
わ
れ
る
。
嗅
覚
を
ア
ロ
マ
で
刺
激

す
れ
ば
発
症
予
防
に
繋
が
る
と
考
え
、
無
農
薬
栽
培

植
物
か
ら
抽
出
し
た
ア
ロ
マ
を
使
っ
た
“
ア
ロ
マ
テ

ラ
ピ
ー
”
を
勧
め
て
い
る
。
ま
た
認
知
症
予
防
学
会

を
主
宰
し
、
予
防
エ
ビ
デ
ン
ス
の
創
出
、
予
防
事
業

の
普
及
啓
発
、
専
門
医
、
専
門
士
、
認
知
症
領
域
検

査
技
師
な
ど
の
人
材
育
成
に
務
め
て
い
る
。 

（
文
責
：
役
員 

木
村 

丹
） 

 

研
修
会
報
告
③ 

岡
山
県
内
科
医
会
、
岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会 

 

合
同
研
修
会 

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
多
職
種
連
携 

―
晴
れ
や
か
ネ
ッ
ト
と
ケ
ア
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
― 

平
成
二
十
八
年
十
二
月
三
日
（
土
）
開
催 

特
別
講
演 

「
晴
れ
や
か
ネ
ッ
ト
の
現
状
と
課
題 

―
多
職
種
情
報
共
有
の
あ
り
方
―
」 

井
原
市
立
井
原
市
民
病
院
院
長 

合
地 

明 

 

医
療
情
報
の
共
有
に
よ
る
地
域
連
携
シ
ス
テ
ム
の

構
築
は
第
二
次
ブ
ー
ム
と
い
っ
て
よ
い
。
二
〇
〇
〇

年
初
頭
の
一
次
は
個
人
情
報
保
護
の
議
論
の
中
で
進

ま
な
か
っ
た
が
、
近
年
は
情
報
通
信
技
術
の
進
歩
と
、

個
人
情
報
保
護
法
の
確
立
に
よ
っ
て
、
よ
り
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
レ
ベ
ル
の
確
保
さ
れ
た
環
境
で
全
国
で
も
約

二
五
〇
の
連
携
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
中
で
も
岡
山
県
の
『
晴
れ
や
か
ネ
ッ
ト
』
は
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中
央
省
庁
に
お
い
て
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
基
本

機
能
に
よ
る
病
病
、
病
診
連
携
の
み
な
ら
ず
病
薬
連

携
さ
ら
に
は
拡
張
機
能
と
し
て
の
診
介
連
携
を
見
据

え
た
『
ケ
ア
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
』
の
実
装
に
よ
り
、
着

実
に
利
用
者
の
同
意
取
得
が
増
加
し
て
い
る
。 

 

一
方
で
国
は
今
後
の
医
療
の
在
り
方
と
し
て
地
域
完

結
す
な
わ
ち
地
域
包
括
ケ
ア
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

全
国
で
も
様
々
な
形
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
地
域
連

携
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
行
わ
れ
て
本
年
の
診
療
報
酬

改
定
に
お
い
て
国
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
情
報
交
換
を
評

価
し
点
数
化
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
岡

山
県
で
も
患
者
さ
ま
に
と
っ
て
も
利
用
者
に
と
っ
て

も
有
益
な
シ
ス
テ
ム
提
供
を
行
え
る
よ
う
様
々
な
改

良
を
行
っ
て
い
る
。 

核
家
族
化
、
高
齢
社
会
に
お
い
て
地
域
で
多
職
種

の
方
々
が
協
力
し
て
高
齢
者
を
見
守
る
体
制
は
今
後

不
可
欠
で
あ
る
。
今
回
は
こ
の
体
制
の
下
支
え
を
す

る
地
域
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
重
要
性
と
使

い
や
す
く
、
必
要
な
情
報
に
短
時
間
で
到
達
で
き
る

シ
ス
テ
ム
提
供
な
ど
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
お
話
を

し
ま
し
た
。 

       

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

「
Ｉ
Ｔ
『
ケ
ア
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
』
と
医
療
介
護
連
携
」 

 

「
や
ま
ぼ
う
し
」
の
あ
ゆ
み 

高
梁
医
師
会
会
長
・
仲
田
医
院
院
長 

仲
田 

永
造 

 

高
梁
市
は
人
口
約
三
万
三
千
人
、
高
齢
化
率
三
十

八
％
で
、
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
。
市
域
が
広
く
山

と
谷
に
隔
て
ら
れ
た
中
山
間
地
特
有
の
問
題
で
、 

 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
連
携
の
検
討
と
医
療
介
護
の
顔
の
見
え

る
関
係
作
り
を
進
め
た
。「
晴
れ
や
か
ネ
ッ
ト
拡
張
機
能

ケ
ア
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
」
に
「
や
ま
ぼ
う
し
」
と
名
付
け

て
運
用
し
て
い
る
。
平
成
二
十
六
年
十
二
月
か
ら
開
始

し
て
現
在
四
十
九
施
設
百
三
十
三
人
が
参
加
。
基
本
入

力
は
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｐ
形
式
で
、
写
真
や
歩
行
の
動
画
な
ど
が

簡
単
に
ア
ッ
プ
で
き
る
。 

「
ケ
ア
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
き
び
き
び
と
地
域
連
携
へ
の

取
り
組
み
」 

藤
井
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長 

藤
井 

基
弘 

 

○
総
社
市
圏
域
グ
ル
ー
プ
名
「
き
び
き
び
」 

 

二
〇
一
五
年
末
か
ら
仮
運
用
が
始
ま
り
、
年
始
か

ら
連
携
事
業
所
の
加
入
を
お
願
い
し
順
次
必
要
に
応

じ
て
地
域
連
携
を
開
始
す
べ
く
、
テ
ス
ト
患
者
Ｉ
Ｄ

作
成
か
ら
始
ま
り
、
少
し
ず
つ
患
者
様
や
ご
家
族
様

に
も
説
明
し
徐
々
に
実
際
の
患
者
Ｉ
Ｄ
を
作
製
し
な

が
ら
仮
運
用
の
範
囲
を
拡
張
し
て
い
き
ま
し
た
。 

 

二
〇
一
六
年
九
月
三
十
日
現
在
で
連
携
事
業
所 

一
〇
七
箇
所
、
参
加
者
職
員
参
加
二
九
〇
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
運
用
は
試
行
錯
誤
の
連
続
で

す
が
、
少
し
ず
つ
地
域
の
各
連
携
ス
タ
ッ
フ
が
繋
が

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

ケ
ア
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
が
稼
働
し
た
こ
と
で
自
宅
介

護
支
援
に
ス
タ
ッ
フ
が
訪
問
し
た
時
の
気
に
な
る
こ

と
を
伝
言
ゲ
ー
ム
に
な
ら
な
い
よ
う
に
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
誰
か
が
聞
い
た
患
者
様
の
意
思
表

示
を
お
互
い
に
大
切
に
共
有
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

カ
ン
フ
ァ
開
催
の
お
知
ら
せ
や
日
程
調
整
も
し
や
す

く
と
て
も
助
か
る
と
い
っ
た
意
見
も
出
始
め
て
い
ま

す
。 

 

創
処
置
等
の
方
法
確
認
も
動
画
を
貼
り
付
け
て
お

互
い
に
再
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
普
段
の
生

活
の
姿
や
気
に
な
る
こ
と
も
共
有
し
や
す
く
な
り
ま

し
た
。 
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ケ
ア
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
よ
る
多
職
種
Ｉ
Ｃ
Ｔ
連
携

に
よ
る
情
報
活
用
は
、
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
り
そ
う

で
す
。 

  

    

「
岡
山
市
訪
問
診
療
ス
タ
ー
ト
支
援
研
修
会
で
立
ち

上
げ
た
診
々
連
携
『
操
山
グ
ル
ー
プ
』
の
活
動
経
過

と
課
題 

‐
Ｉ
Ｔ
を
利
用
し
た
多
職
種
連
携
に
む
け

て
‐
」 

 
 

 

○
氏
平 

徹
（
氏
平
医
院
）
、 

畑 

貴
子
（
畑
ク
リ
ニ

ッ
ク
）、
横
田 

聡
（
横
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）、 

池
上
元
保
（
池
上
医
院
）、
福
岡
英
明
（
い
ぬ

い
医
院
） 

 

平
成
二
十
四
年
、
岡
山
市
保
健
福
祉
局
新
病
院
・

保
健
福
祉
政
策
推
進
課
が
開
催
し
た
「
訪
問
診
療
支

援
研
修
会
」
に
参
加
し
た
有
志
が
操
山
グ
ル
ー
プ
を

結
成
し
、
訪
問
看
護
師
、
訪
問
薬
剤
師
、
ケ
ア
マ
ネ

の
参
加
も
得
て
、
毎
月
一
回
症
例
検
討
を
中
心
と
し

た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
て
い
る
。 

在
宅
医
療
・
介
護
の
現
場
で
遭
遇
す
る
疑
問
や
問

題
を
解
決
す
る
機
会
に
な
る
こ
と
、
い
ざ
と
い
う
時

の
安
心
感
は
、
グ
ル
ー
プ
活
動
を
し
て
よ
か
っ
た
点

で
あ
る
。
ま
た
連
携
を
深
め
る
た
め
に
患
者
情
報
の

効
率
的
な
共
有
が
望
ま
し
く
、
訪
問
診
療
に
便
利
な

ス
マ
ホ
を
利
用
し
た
ケ
ア
ネ
ッ
ト
の
活
用
を
始
め
て

い
る
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
と
ス
マ
ホ
ソ
フ
ト
の
バ

ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
の
対
応
な
ど
課
題
は
残
っ
て
い
る
。 

    

「
晴
れ
や
か
ネ
ッ
ト
・
ケ
ア
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト 

 

む
す
び
の
和
グ
ル
ー
プ
」 

岡
山
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
浅
口
支
部
長 

 

 

池
之
上 

章 

「
晴
れ
や
か
ネ
ッ
ト
拡
張
機
能
・
ケ
ア
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
」
む
す
び
の
和
グ
ル
ー
プ
（
井
笠
地
域
）
の
活
動

報
告
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
の
経
過
と
し
て
平
成
二
十
五
年
三
月
か

ら
晴
れ
や
か
ネ
ッ
ト
拡
張
機
能
試
行
事
業
を
経
て
活

動
を
行
い
ま
し
た
。 

平
成
二
十
八
年
八
月
三
十
日
、
本
格
運
用
が
開
始

と
な
り
ま
し
た
。 

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
八
日
現
在
で
は
、
登

録
施
設
九
十
施
設
、
Ｉ
Ｄ
取
得
者
二
七
九
名
と
拡
大

し
て
き
て
い
ま
す
。 

む
す
び
の
和
グ
ル
ー
プ
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
は
、

三
市
二
町
、
三
医
師
会
の
エ
リ
ア
で
広
域
的
に
行
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。
使
用
説
明
会
を
開
催
し
て
、
更

な
る
普
及
に
繋
が
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 
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◆
第
二
十
四
回
学
術
大
会
の 

見
ど
こ
ろ
、
聴
き
ど
こ
ろ 

大
会
テ
ー
マ 

「
暮
ら
し
を
拓
く
新
た
な
地
域
文
化
の
創
造 

～
新
し
い
医
療
福
祉
文
化
を
目
指
し
て
～
」 

日
時
：
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
日
（
月
・
祝
） 

九
時
三
十
分
～
十
七
時
０
０
分 

会
場
：
岡
山
県
医
師
会
館
四
階 

第
一
・
二
会
議
室 

（
岡
山
市
北
区
駅
元
町
一
九
―
二
） 

❖
記
念
講
演 

「
ポ
ジ
デ
ビ
を
探
せ
―
地
域
包
括
ケ
ア
の
未
来
の
た
め
に
―
」 

群
馬
大
学
大
学
院
保
健
学
研
究
科
教
授 

 

吉
田 

亨 
先
生 

❖
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

「
健
康
長
寿
社
会
の
実
現
を
牽
引
す
る
『
食
』
へ
の
期
待 

～
鉄
人
シ
ェ
フ
と
医
療
介
護
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
が
生
み
出
す 

お
い
し
さ
の
秘
訣
！
～
」 

倉
敷
ス
イ
ー
ト
タ
ウ
ン
総
料
理
長 

湯
浅 

薫
男 

氏 

❖
報
告
「
む
す
び
の
和
」
に
つ
い
て 

❖
研
究
発
表 

 

第
一
会
議
室  

十
演
題
（
予
定
） 

第
二
会
議
室 

 

十
演
題
（
予
定
） 

  

今
回
の
学
術
大
会
で
は
、
住
民
の
暮
ら
し
や
地
域

に
根
ざ
し
た
医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
な
ど
に

つ
い
て
深
め
て
い
く
大
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

 

記
念
講
演
で
は
吉
田
亨
先
生
よ
り
地
域
包
括
ケ
ア

の
未
来
の
た
め
に
、
保
健
医
療
福
祉
の
目
標
が
生
活

の
質
（
幸
福
）
で
あ
る
と
し
た
ら
、
多
職
種
多
施
設

連
携
の
大
切
さ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
地
域
で
住
民
と

専
門
職
が
見
つ
け
た
優
れ
た
実
践
を
広
め
て
い
く
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
、
ポ
ジ
デ
ビ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い

う
方
法
を
含
め
て
お
話
し
て
頂
け
ま
す
。
プ
ラ
ク
テ

ィ
カ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
あ
の
湯
浅
薫

男
シ
ェ
フ
に
お
願
い
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
超
高
齢
化

社
会
に
お
け
る
フ
レ
イ
ル
、
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
を
予
防

す
る
た
め
に
、
お
い
し
い
栄
養
価
の
高
い
食
事
を
提

供
す
る
た
め
の
極
意
な
ど
に
つ
い
て
お
話
頂
け
る
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
研
究
発
表
で
は
、
昨
年
ま
で
と
同

様
に
テ
ー
マ
毎
に
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
進
行
は

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
お
任
せ
し
て
十
分
時
間
を
と

っ
て
各
グ
ル
ー
プ
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
で
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。 

今
年
も
非
常
に
充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
で

き
ま
し
た
の
で
、
お
一
人
で
も
多
く
の
皆
様
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

副
会
長 

佐
藤 

涼
介 

◆
入
会
の
ご
案
内 

★
申
込
書
は
、
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
出
来
ま
す
。 

h
ttp

://
www

.p-
car

e-
oka

yam
a.c

om/ 

 

編
集
後
記 

お
正
月
早
々
に
高
熱
で
当
番
医
の
先
生
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
元
気
に
な
り
、
住
民
の

健
康
を
守
っ
て
く
だ
さ
る
医
療
関
係
者
の
皆
様
に
改
め

て
感
謝
の
念
を
抱
い
た
年
始
で
し
た
。 

本
年
も
医
療
・
保
健
・
福
祉
・
介
護
の
多
職
種
連
携

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
学
会
運
営
を
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 
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